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1. 概要 
本研究におけるライフストーリデータとは、人生を

物語るドキュメントデータである。本研究の目的であ

る人材アセスメントシステムの構築において活用した

データは、ポジティブに感じられた体験、ネガティブに

感じられた体験、困難な出来事、転機などを物語っ

たドキュメントデータを活用している。これらは、花田

はmotivational value を見つけるものとしてその重要

性を述べている[1]。このドキュメントデータからキー

ワードを抽出し、マイニングを行う。マイニングの手

法としては、意味の数学モデルによる意味的連想検

索方式[2,3,4,5] を活用する。ベクトル空間を用い、言

葉の意味を扱う検索方式の技術を利用することによ

り、人材アセスメントシステムを構築する。これは従

来行われている心理テストとは異なり、多面的・全人

的な情報を得る手法である。 

 

2. 研究目的 
若年層のキャリアの問題が近年噴出している。不

況もあいまって就職状況は年々悪化しており、フリー

ターの増加は大きな社会問題となっている。現在の

若年層に起きている問題点として大久保[6]は次の３

点が欠如していると考えている。 

1. なぜ働かなければならないかわからない（就業
観の欠如） 

2. 自分は何がしたいのかわからない（動機の欠
如） 

3. やりたいことが見つかっても就職できない（能力
の欠如） 

この中で私は２についてフォーカスを当て、セルフア

セスメントができるシステムの開発を提案する。なぜ

ならば自己理解の部分をしなくては、何も始まらない

からである。動機の欠如として、自己理解がされてい

ないことが問題点として挙げられる。一般的に自己

分析のツールとして心理テストやスキルチェックを活

用することが行われているが、その中で、自己の価

値観をライフストーリによって分析することが重要な

点になると花田[1]やドン・コーエンら[7]は指摘してい

る。したがって、本研究においてライフストーリをいか

に分析し、スキルのチェックなどと比較しながら、自

分が何をしたいのか、なにができるのか、何をやらな

ければいけないかということなどを理解するためのシ

ステムを考案することとした。 
 

3. 実現方法 
本システムの実現方法を図１に示す。比較するた

めの手法として意味的連想検索方式[2,3,4,5]を活用

した。

 
 

Step1. ドキュメントデータを分解 

形態素解析のソフトであるchasen[8]を活用すること

により、単語レベルまで分解を行う。 
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Step2. 能力・価値観などによる特徴量を設定しベクト

ルを形成 

人間力コンピテンシー[9]による指標などを組み合

わせ、ベクトルを形成する。ドキュメントデータとして、

価値観が抽出されるとともに、その中から行動特性

が導き出すことが可能となる。ロバート・P・クロフォー

ドが考案した属性列挙法[10]によれば、動詞的属性

は機能を示している。形容詞的属性は性質を示して

いる。これを人間にも当てはめながら考えてみること

とする。発揮された能力を見る場合においては、動

詞的能力、価値観などの性質を見るものを形容詞的

属性として見ることとした。これらの動詞的特性およ

び形容詞的特性を持つ単語に対して、ベクトル空間

を形成することとした。 

Step3. 作成したベクトル空間に投射 

ドキュメントデータおよびテストの結果を投射する 

Step.4 相関量を計算する 

相関量の計算をすることによって、ドキュメントデ

ータとテスト結果の相関量を測定する。 
 

4. 相関量の結果について 
 通常マッチングを行う上では、相関量によってマッ

チングを行う。ジョブサーチマッチングにおいては相

関量の計算によって適職を探すということが可能とな

ってくる。しかしながら、今回の場合相関量と元デー

タの量とで意味合いを測る必要性が出てきており、

その点が最も重要なものであると考える。 

 

 
コアな価値観、能力を知ることは自己分析を行う上

において、重要なことではある。本システムの更なる

特徴は、自分ひとりではなかなかできない、思い込

みの状態や気づかなかった能力を発見することを可

能にするということである。従来は他人とコミュニケー

ションする中で見つけていくことによって行ってきてお

り、その分の手間から行われにくかったのが現状で

ある。したがって、本システムの実現によって、より利

用かつ理解しやすくなると考える。 

 

5. 本実現方法の適用について 
 本調査においてもっとも困難を極めるものはどのよ

うに測定するかということである。ひとつの要因として、

完全に文章で捕らえ切れない部分を持っており（例と

して「振る舞い・態度」）それらの影響は非常に大きい

ものである。また、適合するものと決めることが非常

に困難である。しかしながら、多方面から見、総合的

に判断、自分では気づいていない点の発見を支援す

るという本研究の試みは、社会的に有用なものであ

ると考える。 
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